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ポーラスコンクリートの結合材を評価方法す

る新たな方法として、ポーラスコンクリートに

一定容量比の水を加えて、結合材を洗い落とす

ことで得られたスラリー状モルタルとポーラス

コンクリートから強制振動により分離したモル

タルのフロー値との関係を調べた結果、加水によ

りスラリー化したモルタルとポーラスコンクリー

トに付着するモルタルに高い相関が得られた．こ

の結果から、粗骨材投入前のモルタル及びポーラ

スコンクリートに付着したモルタルのフロー値を、

洗い出しにより分離したスラリー状モルタルから

推定できる可能性が得られた．
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